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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT

2 * 0 1 2 7 0 0 0 0 0 0 1 6 0 0

7 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 * 3 6 3 3 0 0 1 0 2 2 2 4 0 0

13 0 5 13 0 3 2 2 2 0 5 5 0 1 0 0

15 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0

17 0 2 4 0 1 1 2 0 0 1 1 0 1 1 0

18 0 0 0 1 1 2 2 2 2 7 9 3 6 0 0

22 0 0 0 1 3 0 0 0 2 2 4 0 1 2 0

23 * 0 0 4 4 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0

24 0 0 0 2 5 0 0 3 3 2 5 3 0 1 1

32 * 5 6 1 1 0 0 3 0 1 1 0 1 1 0

37 0 0 1 7 8 2 2 2 4 3 7 1 1 0 0

53 0 0 0 4 7 0 0 0 2 1 3 0 1 1 0

99 * 0 0 4 6 2 4 0 2 0 2 2 1 0 2

0 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT

2 * 2 5 5 7 2 3 4 0 1 1 3 0 1 0

7 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 3 2 1 0

14 * 1 8 8 13 1 3 3 2 4 6 3 1 2 0

15 * 3 7 7 18 2 2 2 2 3 5 4 4 2 0

25 * 0 1 0 1 0 0 2 0 1 1 1 2 1 0

77 0 0 0 3 3 2 2 0 2 3 5 1 0 2 0

80 * 0 0 2 2 0 0 5 3 4 7 1 1 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -

0 - - - - - - - - - - - - - -

0 - - - - - - - - - - - - - -
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0 - - - - - - - - - - - - - -

0 - - - - - - - - - - - - - -

0 - - - - - - - - - - - - - -

0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
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敗チーム

芦屋大学

大谷・坪田(びわこ)

開始時間 16:40

会　　場 立命館大学

コ ー ト
勝ち点 10

男子 2部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2018.10.07

立命館大学

試合ＮＯ 250

戦評

【総括】
2部リーグ戦二巡目初日の最終試合は一巡目全勝と波に乗る立命館大学と一勝となかなか厳しい展開が続く芦屋大学の一

戦。試合開始から芦屋大大が先制点を決めるが、その後すぐに#10南と#18葛原の指示、#32大野の3Pシュートを中心に点を広
げていった。芦屋大大も負けじと速攻や#14中村のバスケットカウント、3Pシュートで点を決めていくが、両チームファウルを重ね、
フリースローを多く許してしまい、流れは立命館のままで114-75の大差で立命館が勝利を収めた。

【第1ピリオド】
第１ピリオド芦屋大大ボールから始まり、開始2分で芦屋大の先制点から試合が動き始めた。先制を決められた立命館はすかさ

ず点を取り返す。3分経過したあたりから立命館はオールコートマンツーで仕かけはじめた。徐々に流れが立命館に動き出し、
#32大野の 3Pシュートが決まり、更に乗り始め速攻も決まり始め、再び”32大野の 3Pシュートの2本目が決まり、点差が広がり始め
た。その中#23 酒井がディフェンスリバウンドの際に接触があり、右足を負傷。#10 南を司令塔に、インサイドを中心とした攻めが
見られる。ここで、26-12で立命館がリードし、第１ピリオドが終了した。

【第2ピリオド】
第２ピリオドは立命館ボールから始まり開始早々#13 大竹がミドルシュートで先制を決める。3分が経過したところで芦屋大#15

海部がアンスポーツマンライクファールで#13大竹はフリースローを決める。第2ピリオドの終盤から芦屋大は2-3のゾーンディフェ
ンスを仕掛けるが#32 大野の 3Pシュートやディフェンスリバウンドが取れないことから、芦屋大も速攻を出しているがはあまり点差
は縮まらず、開いていく一方である。残り2秒のところで、芦屋大#2の高橋がブザービートで 3Pシュートを決め、終了した。

【第3ピリオド】
芦屋大ボールから始まり、#14中村がドライブからファールをもらい、フリースローを1本決め次のオフェンスでも点を取る。引き続

きゾーンをするが、10 南が 3Pシュートを返していく。芦屋大がバスケットカウントを決め、フリースローをきめるが、またも#10南が
3Pシュートを決める。ゾーンディフェンスをされるが、南を中心に崩し、点を決めて行く。芦屋大も残り4分あたりから#14中村、#15
海部が調子を上げてき、点を取っていくなか、流れと点差は変わらないまま第4ピリオドに入る。

【第4ピリオド】
立命館ボールから始まり#18葛原がフリースローで先制点を取っていく。そ続くように#14中村がバスケットカウントを決めるが、1

ショットは落としてしまう。5分を過ぎたところから両チームファウルが増え、バスケットカウントを多く許してしまう。流れは立命館の
まま、試合は終了した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

立命館大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

戦評苗村 幸弘 副審 大西 里実

南 天仁 15 17

大竹 一雅 17 22

BS MIN

野中 和希 4 16

井手 響己 2 4

ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS ST

記録

岡本 瞬 7 10

葛原 海都 4 18

山下 健輔 0 4

白井 利玖 0 4

中西 琢斗 4 21

大野 巧人 17 14

松宮 大起 2 15

酒井 智央 8 7

渡辺 景造 10 16

Team / Coach: 古屋 孝生

岡田 卓也 16 21

藤田 渓舟 8 11

芦屋大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 114 200

RATE 46.9% 60.0% 75.0%

宮前 敬太 0 18

中村 瞭太 20 39

ST BS MIN

高橋 大空 18 40

２Ｐ ＦＴ
Ｆ

REBOUND
TO AS

水澤 一平 8 21

パン 文則 4 20

海部 裕也 25 40

勢理客 寛彰 0 22

0 - -

0 - -

0 - -

0 - -

２０１８年度関西学生バスケットボールリーグ戦

RATE 27.3% 55.6% 70.0%

Team / Coach: 吉永 大器 -

合　　　計 75 200

0 - -

0 - -

0 - -

0 - -


